
   

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あま市教育委員会発行 第１７号 2025年（令和 7年）11月 29日  

発行元：シルバーカレッジ
事務局/教育部生涯学習

課（美和公民館） 

〇 

今
日
は
車
で
送
迎
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
が
少

し
で
も
聞
け
て
良
か
っ
た
で
す
。
参
加
で
き
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

〇 

蜂
須
賀
の
蓮
華
寺
に
は
小
さ
い
こ
ろ
に
よ
く
行
き
ま
し
た
。 

詳
し
く
お
話
を
聞
け
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
お
堂
や
石
畳 

が
き
れ
い
に
な
り
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

〇 

せ
っ
か
く
史
跡
め
ぐ
り
を
し
て
い
る
の
だ
か
ら
本
堂
の
中 

に
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
る
と
よ
か
っ
た
と 

思
い
ま
す
。
歴
史
民
俗
資
料
館
の
方
の
説
明
も
聞
け
る
と
よ 

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

〇 

あ
ま
市
の
最
高
峰
は
実
際
に
あ
っ
た
。
前
回
の
二
ツ
寺
、 

今
回
の
蜂
須
賀
と
も
に
、
い
つ
も
は
車
で
通
過
し
て 

い
た
場
所
も
、
歩
い
て
行
っ
た
こ
と
で
発
見
が
あ
る
。 

〇 

寄
り
道
を
し
な
が
ら
散
策
を
し
て
ほ
し
か
っ
た
。 

目
的
地
ま
で
一
目
散
で
は
疲
れ
ま
す
。 

１１月１５日（土）は、西コース・東コースを入れ替えて、史跡巡りを行いました。 

汗ばむほどの快晴の空のもと、往復 2時間足らずの道のりを、おしゃべりしながら元気

よく歩きとおしました。いつも素通りしている場所に、名前ぐらいは知っている郷土の偉

人がかかわっているということが分かって、新しい発見がたくさんありました。 

東コース 123 班 

西コース４５６班 

〇 ボランティアのガイドさんが詳し

く話をしてくださり、晩秋の日差し

を浴びて楽しく歩くことができた。

あま市で生まれた福島正則公につ

いて、名前ぐらいしか知らなかった

が、生い立ちや功績とその人生に思

いをはせることができた。歴史と由

緒あるあま市に嫁ぎ、暮らしていけ

ることに感謝の念が大きくなった。 

〇 ポイントポイントでの説明が、自

分の知らなかったことの発見につ

ながり、大変よかった。福島正則公

の沿革がよく分かった。黒田節に関

係があるとは知らなかった。とても

勉強になった。 

〇 ガイドの松永先生の行く先々での

ワンポイントの話は、大変楽しく聞

けました。私は黒田節の歌が大好き

で、福島正則さんの失敗談にかかわ

る歌詞の意味がよくわかりました。

歌う機会があれば思い出しながら

歌いたいと思います。 

 

カ
レ
ッ
ジ
を
卒
業
し
た
皆
さ
ん

は
、
Ｏ
Ｂ
会
に
入
会
し
ま
す
（
任
意
）
。

こ
れ
ま
で
一
期
生
（
Ａ
Ｓ
Ｃ
１
）
、
二
期

生
（
笑
和
の
会
）
、
三
期
生
（
あ
ま
三

友
会
）
、
四
期
生
（
楽
友
会
）
、
五
期
生

（
然
然
の
会
）
、
六
期
生
（
絆
の
会
）
、

七
期
生
（
虹
の
三
三
会
）
、
八
期
生
（
ハ

ッ
ピ
ー
８
エ
イ
ト

）
と
名
付
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
研
修
や
親
睦
の
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
内
容
も
取
り
回
し
も
自
分

た
ち
で
決
め
ま
す
。
場
所
は
、
シ
ル
バ

ー
教
室
で
す
。 

 

せ
っ
か
く
の
ご
縁
と
、
「
今
日
行
く
」

「
今
日
の
用
」
の
た
め
に
末
永
く
活
動

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
第

二
十
回
講
座
（
十
二
月
二
十
日
）
終
了

後
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 


